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分類）とした。表 2 はその総消費⾦額の 2 時点推
移を消費の 10 分位別に⾒たものである。
















とがわかる。なお 2016 年、2020 年の両時点共に
消費分位が第⼀，第二という下層にいた世帯は国
際比較を行うために世界銀行が提唱している 1 ⽇










































第 1分位 82920 62818 ‒0.242
第 2分位 127717 138254 0.082
第 3分位 156540 196005 0.252
第 4分位 187079 246495 0.318
第 5分位 212412 293387 0.381
第 6分位 250235 346624 0.385
第 7分位 289050 416123 0.440
第 8分位 365113 562076 0.539
第 9分位 527360 836869 0.587
第 10 分位 1477121 2367503 0.603













その他 70.45 45.47 471,209
主要カースト 29.55 54.53 601,536
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り、d t がパラメータとなる。更には、Yit は各世
帯の各時点における所得を表している（推計では
⼀人あたり所得額の対数値を用いている）。この

















り、 本 報 告 で は 単 に パ ラ メ ー タ bの 推 定 を
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2011 年に 19161Rp/capita のため、その後の消費者物価
の変動などを勘案して 2020 年時点で 28000～30000Rp/
capita 程度と考えるのが妥当だと思われる。
